
　2.変状調査
1.調査概要
　1.1　調査目的：堰の表面に現れる変状を目視調査により把握することを目的とする。
　1.2　調査方法：目視による観察およびスケール・ポール等を用い測定を行い、写真にて記録した。目視調査では破損・クラック・隙間・沈下・漏水・流出について調査した。
　1.3　調査範囲：上堰、下堰、護床工、右岸堤防部で調査範囲は下図に示す。
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2.調査結果
　各調査区域の変状調査結果は、以下のとおりである。
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調査結果一覧表(1/5)

　　

※備考欄の定点とは、継続的に同一位置で測定を行う箇所
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調査結果一覧表(2/5)

　　

※備考欄の定点とは、継続的に同一位置で測定を行う箇所
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調査結果一覧表(3/5)

　　

※備考欄の定点とは、継続的に同一位置で測定を行う箇所
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調査結果一覧表(4/5)

　　

※備考欄の定点とは、継続的に同一位置で測定を行う箇所
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調査結果一覧表(5/5)

　　

※備考欄の定点とは、継続的に同一位置で測定を行う箇所
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